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街
八街市における国際交流は、昭和50年代にミクロネシア連邦の子供たちの来町など熱心に行われてき

ました。その後は民間団体による台湾高雄市との交流や、野球を通じてのフィリピンの方々の来町などが
行われました。
八街市では毎年外国人が増加し、現在は3000人を超える外国人が住んでいます。市内にはいくつかの

外国人研修センターがあり、毎日市役所の市民課窓口には多くの外国人が列をなしています。そのような中、
国籍を問わず多くの人たちの交流を通じて、相互の理解と友好親善を深め、国際性豊かな人材の育成と
多文化共生社会を実現し、地域社会の発展及び世界平和へ寄与
することを目的として、本協会は令和3年4月に設立しました。
会員は現在約80名となっています。
　主な活動として、研修事業、交流事業、支援事業の3つの事業
に取り組んでいます。研修事業としては、JICA国際理解大学、
日本語教室、英会話教室、スペイン語教室を行っています。
交流事業としては、小中学校での海外の国とのオンライン交流、
海外からの生徒受け入れ、海外への中学生派遣を、また支援事業
としては、外国人相談、情報提供などを行っています。
　特に、交流事業においては、令和４年からインドネシアのチア
ンジュール県との交流をきっかけに市内の中学校とのオンライン交流を実現。令和5年には、チアンジュール
の中学生が2度来市し、市内の中学校を訪問、ホームステイ、秋の八街神社大祭への参加などを行いました。
令和６年には、市内4中学校の代表生徒8名がチアンジュール県を訪問し、同県の中学生との交流や授業体験
などを行ってきました。今年はモンゴル国ウランバートル市の小中学生の来市や、JICAの協力を得てラオス

人民共和国とのオンライン授業を計画しています。
　協会主催の日本語教室には、多くの人が日本語の勉強に来てい
ますが、月2回の教室ではまだまだ足りないので、より広報活動
をし、多くのボランティア、外国人の参加を募っていきたいです。
これからも多くの皆様のご支援ご協力をお願いいたします。

時期（予定）事　業 内　容

随時

9～11月

10・11月

10・11月

9～1月

12・2月

未定

未定

未定

ちば多文化みらい共創講座

日本語学習支援者フォローアップ講座

日本語学習支援者基礎講座

災害時外国人サポーター養成講座

多文化子育てサロン

国際理解セミナー

国際交流・協力等ネットワーク会議

外国人相談担当者意見交換会

千葉県地域日本語教育フォーラム

今後の行事予定

八街市国際交流協会
　　　　　　　　　会長　吉田　昌弘

チアンジュールの子どもたち
（成田山にて着物体験）

日本語教室の様子
ほぼマンツーマンで支援しています

外国人講師による出身国の紹介と、ディスカッション等を中心としたクラス授業の実施

日本語学習支援者を対象に、学習支援技術の向上を図る講座

学習支援に必要な心構えや基礎知識を学ぶ講座

災害時に外国人をサポートする人材を育成する講座（成田市、富里市）

外国人と日本人の親子のための交流サロン

県民に広く、国際理解を図る講座

民間国際交流団体や市町村国際交流協会担当者による情報交換

県内の外国人相談担当者向けの講演・情報交換

県民を対象に地域日本語教育の理解を深めるための講演、参加者間の交流・意見交換

＜お問合せ＞ 八街市国際交流協会
　ホームページ：https//yaifayachimata.wixsite.com/index
　連絡先：八街市総務部市民協働推進課
　TEL：043－312－1140
　E-mail：shiminkyodo@city.yachimata.lg.jp
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※現職教員特別参加制度とは？
JICA海外協力隊「現職教員特別参加制度」は、公立学校、国立大学附属学校、公立大学附属学校、私立学校及び学校設置

会社の設置する学校の教員が現職の身分を保持したまま、JICA海外協力隊（青年海外協力隊、シニア海外協力隊、日系社会
青年海外協力隊、日系社会シニア海外協力隊）の活動に参加できる制度で、毎年春募集期のみ募集を行います。詳しくは
JICA海外協力隊ホームページをご覧ください。

ＪＩＣＡ千葉デスクのページ

「 」カム オン! JICA千葉デスクに着任いたしました岡本多永（おか
もとたえ）と申します。ソウルフルな都市大阪で育ち、福岡で公立中学校の
英語教員をして、その後、国内とベトナムで探究学習を通して教育コンサル
ティングをしておりました。冒頭の「カム オン！」は、ベトナム語でありが
とう、という意味です。この記事を今ご覧いただいている皆様、ありがとう
ございます！千葉には6年ほど住んでおり、都会と自然が融合しているこの町
が大好きです。10年以上教育の現場に関わることが出来て、さまざまな教育
課題を見てきて今、私が信じていることは「子どもや学生、大人を世界と
つなぐことが本気で世界平和に繋がる」ということです！
JICA千葉デスクは、千葉県におけるJICAの窓口として、世界とつながり、学び合う活動のお手伝いを致します。「国際
協力に興味があるけど、何をしたらよいかわからない」などお困りの方、「JICA海外協力隊」「開発教育」「多文化
共生」というワードにピンときた方、JICA千葉デスクまでお気軽にご連絡ください。

千葉県国際交流センター内　JICA千葉デスク　岡本　多永
TEL：043－297－0245　/　090－4024－0441
FAX：043－297－2753　E-mail：jicadpd-desk-chibaken@jica.go.jp

JICA千葉デスクへのお問い合わせは以下までお願いいたします。

子どもたちに授業をする様子

JICAが実施する「現職教員特別参加制度（※）」を利用してJICA海外協力隊に参加された印西市立原山小学校の
本木先生からのお便りをご紹介します！
Sawubona！（サウボナ！／こんにちは！）私は2023年7月から2025
年3月まで、JICA海外協力隊の一員として、南アフリカ共和国の教員
研修センターで活動し、数学科教員の指導力向上を目指して取り組み
ました。現地では、教材の不足や教員養成の不十分さなど、教育現場
にはさまざまな課題が山積しています。こうした中で、私は日本が誇る
指導力向上の手法「研究授業」を導入しました。これは、グループで
授業案を作成し、模擬授業を実施した後、協議会で改善点を話し合うと
いうものです。互いの知識や経験を共有するこのプロセスを通して、

着実に現地教員の指導力が向上していくのを実感しました。さらに、限られた研修機会を補うために、研修資料や指導
動画を掲載したホームページを開設し、「学びたい」という現地の先生方の思いに応えられる環境づくりにも努めました。
任地では、日本人が周囲にいない環境でしたが、同僚や近隣の人々の温かさに支えられ、充実した日々を過ごすことが
できました。この経験を通じて、今後は日本で暮らす外国籍の児童やその保護者の方々の支援にも力を入れていきたいと
考えています。異なる文化的背景を持つ人々が安心して暮らし、学べる
環境をつくることが、私にできる恩返しだと思っています。
JICA海外協力隊として過ごした1年8か月は、私に多くの気づきと学びを
もたらしてくれました。インターネットで多くの知識に触れられる
今だからこそ、実際に見て、感じて、体験することの大切さを子ども
たちに伝えていきたいと思います。また、JICA出前講座などの機会を
通じて、協力隊の活動や国際協力の重要性、そして異文化理解の大切さ
を広める活動にも積極的に取り組んでいく予定です。

教員研修の様子

グループで模擬授業の指導案を作成している様子




